
- 1 - 

 

 

ＪＲ大糸線増便バスの運行について 

 

 

１ 主な経過 

・令和３年12月14日 

ＪＲ西日本金沢支社から期成同盟会に対して、文書にて方策検討の場設置の 

申し入れ 

 

・令和４年４月25日 

期成同盟会とＪＲ西日本金沢支社とで、「大糸線沿線の活性化及び持続可能な 

路線としての方策検討に向けた確認書」を取り交わす 

 

・令和４年５月19日 

期成同盟会の下部組織として振興部会を設置、第１回開催 

 

・令和６年度 

本格的な利用促進策・利便性向上策の取組 

６月 大糸線臨時増便バス運行開始 

６月１日から３月31日までの304日間（毎日運行）、８便／日 

 

・令和７年度 

本格的な利用促進策・利便性向上策の取組 

４月 大糸線臨時増便バス運行開始 

  ４月５日から３月31日までの242日間 

（土休日およびご利用の見込まれる平日）、６便／日 

   小谷村、白馬村のスキー場経由のルートで運行 

 

・令和８年４月１日 

大糸線(糸魚川・南小谷間)沿線地域公共交通検討会議設置 

 

 

 

 

 

総務文教常任委員会提出資料 

令和８年６月 29 日 地域協働課 №４ 
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（負担経費／内訳） 

 

２  目的 

糸魚川駅に停車する北陸新幹線との接続を確保することにより、利便性の向上

を図るとともに、利用客の利用実態を調査し、延伸効果やニーズの把握を行う。 

 

３  実施主体 

大糸線活性化協議会 

 

４ 実施期間 

令和８年８月、10月、12月から３月までの183日間 

 

５ 実施区間及び運行本数 

大糸線(糸魚川駅から白馬駅までの間) 、６便／日 

 

６ 運行事業者 

糸魚川バス株式会社（２便／日）、有限会社白馬交通（４便／日） 

 

７ 事業費  

  71,600千円（運行経費60,390千円、調査経費10,911千円、諸経費299千円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 実績（推計値） 

実施期間 便数 乗車人員 輸送密度 

令和７年４月５日～ 

  令和８年３月31日 

（242日間） 

６便／日 
13,237人 

(平均54.7人/日、9.1人／便) 

（速報値） 

約1.2～1.3倍 

(令和５年度比) 

令和６年６月１日～ 

  令和７年３月31日 

（304日間） 

８便／日 
23,317人 

(平均76.7人/日、9.6人／便) 

約1.4倍 

(令和５年度比) 

                  輸送密度 １㎞あたりの１日平均旅客輸送人員 

 

 

 

 

国（補助金） 33,670千円 

新潟県 5,000千円 

長野県 5,000千円 

糸魚川市 2,500千円 

小谷村 1,800千円 

白馬村 1,800千円 

大町市 1,000千円 

ＪＲ西日本 20,830千円 
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【令和８年度大糸線増便バス運行カレンダー】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※黄色／運行日 



令和８年度大糸線増便バス運行ルート

Google mapより作成

糸魚川駅

根知駅

北小谷駅（道の駅おたり）

南小谷駅

白馬八方バスターミナル

白馬駅

※白馬駅‐白馬八方バスターミナル間の乗降は不可

－
４
－


